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バスケットウィーブ構造が発達した角層
接着タンパクの分布

接着タンパクが分解されることで
上下の細胞同士の接着が離れる
隙間には細胞間脂質で満たされる

に
発
達
さ
せ
る
製
剤
の
開
発

に
も
成
功
し
て
い
る
。

　

従
来
か
ら
多
く
の
生
活
者

に
好
ま
れ
て
い
る
一
方
、
同

社
の
調
べ
で
、
近
年
は
若
い

男
性
を
中
心
に
「
自
然
な
仕

上
が
り
」
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

を
好
む
生
活
者
が
増
え
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ

で
同
社
は
、「
自
然
な
仕
上

が
り
」
と
「
キ
ー
プ
」
の
２

つ
の
特
徴
を
両
立
す
る
ヘ
ア

ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤
の
開
発
に

向
け
て
、
２
０
１
４
年
よ
り

京
都
大
学
と
共
同
で
新
た
な

整
髪
成
分
の
検
討
を
進
め
た
。

　

従
来
の
整
髪
技
術
は
、
主

に
毛
髪
の
外
側
に
整
髪
成
分

を
塗
布
・
付
着
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
毛
髪
同
士
を
固

め
た
り
、
く
っ
つ
け
た
り
す

る
こ
と
で
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を

キ
ー
プ
し
て
い
る
。し
か
し
、

毛
髪
の
外
側
に
整
髪
成
分
が

多
く
付
着
し
て
い
る
た
め
、

素
髪
の
よ
う
な
自
然
な
ツ
ヤ

感
に
な
り
に
く
く
、
最
近
の

ス
タ
イ
リ
ン
グ
剤
に
求
め
ら

れ
る
「
自
然
な
仕
上
が
り
の

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
キ
ー
プ
す

る
」
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。

　

一
般
的
に
、
毛
髪
は
内
部

の
タ
ン
パ
ク
質
同
士
が
主
に

水
素
結
合
を
形
成
す
る
こ
と

で
形
を
作
っ
て
い
る
が
、
水

素
結
合
は
水
に
弱
く
、
湿
気

を
吸
う
と
結
合
が
切
れ
、
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
が
崩
れ
て
し
ま

う
。
つ
ま
り
、
ヘ
ア
ス

タ
イ
ル
が
キ
ー
プ
で
き

な
く
な
る
主
な
要
因
は

湿
度
に
あ
る
。

　

そ
こ
で
同
社
は
、
毛

髪
内
部
に
成
分
を
浸
透

さ
せ
、
毛
髪
タ
ン
パ
ク

質
間
に
水
素
結
合
よ
り

も
強
い
イ
オ
ン
結
合
を

形
成
さ
せ
、
作
用
部
位

を
増
や
す
こ
と
で
、
耐

湿
性
を
向
上
で
き
る
か

検
討
を
進
め
、
保
湿
剤

な
ど
に
用
い
ら
れ
る
α

―
ケ
ト
グ
ル
タ
ル
酸
を

毛
髪
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
毛
髪
内
部
で
結
合
を

形
成
し
、
自
然
な
仕
上
が
り

で
あ
り
な
が
ら
、
高
い
キ
ー

プ
力
を
実
現
す
る
こ
と
を
見

出
し
た
。
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化
粧
水
は
、
一
般
的
に
油

分
を
多
く
配
合
す
る
こ
と
が

技
術
的
に
難
し
い
た
め
、
乳

　

ポ
ー
ラ
化
成
工

業
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ウ
ィ
ー
ブ
構
造
が
発
達
し

た
角
層
は
、
未
発
達
な
角
層

と
比
べ
て
柔
ら
か
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
肌
の
柔
ら

か
さ
だ
け
で
な
く
バ
リ
ア
機

能
に
も
寄
与
す
る
た
め
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ウ
ィ
ー
ブ
構
造
を

発
達
さ
せ
る
こ
と
で
敏
感
肌

や
肌
あ
れ
の
改
善
も
期
待
で

き
る
と
い
う
。
既
に
角
層
を

バ
ス
ケ
ッ
ト
ウ
ィ
ー
ブ
構
造

ク
リ
ー
ム
と
同
等
レ
ベ
ル
の

油
分
量
で
あ
っ
て
も
、
高
い

透
明
度
を
維
持
し
た
ま
ま
、

安
定
に
配
合
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
。

　

α
ゲ
ル
と
は
、
六
方
晶
に

規
則
正
し
く
配
列
し
た
界
面

活
性
剤
が
等
間
隔
に
層
状
に

並
ん
で
い
る
ラ
メ
ラ
構
造
体

で
、
従
来
か
ら
ク
リ
ー
ム
や

乳
液
な
ど
に
粘
性
を
付
与
す

る
こ
と
で
、
コ
ク
感
な
ど
の

独
特
の
感
触
や
乳
化
滴
の
安

定
化
に
寄
与
し
て
き
た
。

　

今
回
は
、
α
ゲ
ル
が
油
分

を
多
量
に
配
合
し
て
も
ラ
メ

ラ
構
造
を
維
持
す
る
こ
と
に

着
目
し
、
乳
化
界
面
に
１
層

の
ラ
メ
ラ
構
造
を
保
持
し
た

上
で
油
分
を
多
量
に
包
封
し

た
ナ
ノ
サ
イ
ズ
の
α
ゲ
ル
カ

プ
セ
ル
を
開
発
し
た
。
同
技

術
に
よ
り
従
来
の
化
粧
水
の

約
５
倍
（
同
社
比
）
の
油
分

を
化
粧
水
に
安
定
に
配
合
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

ず
み
ず
し
さ
に
加
え
て
、
ク

リ
ー
ム
の
よ
う
な
保
湿
感
と

満
足
感
を
兼
ね
備
え
た
新
感

覚
の
化
粧
水
の
開
発
を
目
指

し
た
。

　

化
粧
水
に
ク
リ
ー
ム
の
よ

う
な
多
量
の
油
分
を
配
合
し

よ
う
と
す
る
と
、
一
般
的
な

乳
化
方
法
で
は
乳
化
滴
の
粒

径
は
１
～
10 

μm
と
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
、
乳
化
滴
を

安
定
に
維
持
す
る
こ
と
は
困

難
だ
っ
た
が
、
今
回
の
α
ゲ

ル
カ
プ
セ
ル
化
技
術
を
用
い

て
乳
化
す
る
と
、
同
量
の
油

分
で
も
０
・
１
μm
程
度
の
乳

化
滴
に
す
る
こ
と
が
で
き
、

液
や
ク
リ
ー
ム
を
併
用
す
る

こ
と
で
油
分
に
よ
る
エ
モ
リ

エ
ン
ト
効
果
を
補
っ
て
い
た

が
、
近
年
は

簡
便
な
ス
キ

ン
ケ
ア
が
求

め
ら
れ
る
傾

向
に
あ
り
、

よ
り
高
機
能

な
化
粧
水
へ

の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
て
い

る
。
こ
う
し

た
背
景
か

ら
、
同
社
で

は
一
般
的
な

化
粧
水
の
み

り
水
分
量
が
高
く
、
さ
ら
に

従
来
の
化
粧
水
と
乳
液
を
併

用
し
た
場
合
と
比
べ
て
も
水

分
量
が
高
く
な
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　

同
社
で
は
、
α
ゲ
ル
カ
プ

セ
ル
化
技
術
を
用
い
る
こ
と

で
使
用
感
と
機
能
性
を
両
立

　

正
常
に
成
熟
し
た
角

層
で
は
、
表
層
部
の
接

着
タ
ン
パ
ク
の
分
解
が

進
み
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ウ

ィ
ー
ブ
構
造
へ
発
達
す

る
こ
と
で
、
バ
リ
ア
機

能
の
高
い
肌
と
な
る
。

一
方
、
角
層
の
成
熟
が

不
十
分
だ
と
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ウ
ィ
ー
ブ
構
造
も

未
発
達
で
あ
り
、
バ
リ

ア
機
能
が
低
下
し
肌
が

　

研
究
で
は
、
前
腕
内
側
を

洗
浄
・
順
化
後
に
水
分
量
を

測
定
し
た
後
、
各
種
サ
ン
プ

ル
を
７
・
５
μL
／
㎠
塗
布
し
、

５
分
後
の
肌
の
水
分
量
を
測

定
し
た
。
そ
の
結
果
、
α
ゲ

ル
カ
プ
セ
ル
化
粧
水
を
塗
布

す
る
と
、
従
来
の
化
粧
水
よ

同処方で乳化方法を変えた場合の外観と粒径の違い

一般的乳化法
外観：クリーム様
粒径：約 1μm

αゲルカプセル法
外観：化粧水様
粒径：約 0.1μm

　

コ
ー
セ
ー
は
、
化
粧
水
で
あ
り
な
が
ら
油
分
を
安
定
に
高
配
合
す
る
こ
と

が
可
能
な
「
α
ゲ
ル
カ
プ
セ
ル
化
技
術
」
を
開
発
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
は
、「
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ベ
ル
ギ
ー
・
ル
ー
ベ
ン
、
９
月

８
～
13
日
）
に
て
発
表
す
る
。

毛髪にサンプルを塗布した際のツヤ評価結果

見た目

精製水塗布 a- ケトグルタル酸 0.5%
塗布

セットポリマー塗布
（自社ヘアジェル）

ワックス塗布
（自社ヘアワックス）

〈試験方法〉
20㎝平毛束に各中味を 0.4g 塗布し、馴染ませてから自然乾燥させ、その外観を観察。

し
た
高
機
能
化
粧
水
の
開
発

に
こ
ぎ
つ
け
た
こ
と
か
ら
、

油
分
中
で
し
か
安
定
に
存
在

で
き
な
い
高
機
能
成
分
を
、

化
粧
水
で
も
配
合
で
き
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る

高
機
能
製
剤
の
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

角
層
硬
化
の
原
因
は
バ
ス
ケ
ッ
ト

ウ
ィ
ー
ブ
構
造
の
発
達
不
足
と
判
明

「
抗
硬
化
ケ
ア
」で
柔
ら
か
な
肌
の
実
現
へ

ポーラ化成

敏
感
に
な
る
ほ
か
、
ご
わ
つ

き
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
細
胞
同
士
が
固
く

接
着
し
合
っ
て
い
る
た
め

に
、
角
層
に
柔
軟
性
が
な
い

こ
と
が
一
因
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
同
社
で
は
バ

ス
ケ
ッ
ト
ウ
ィ
ー
ブ
構
造
の

発
達
と
角
層
の
硬
化
と
の
関

係
を
検
証
し
た
。

　

検
証
で
は
、
女
性
１
３
２

名
（
20
～
79
歳
）
の
頬
か
ら

採
取
し
た
最
表
面
の
角
層
細

胞
を
比
較
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ウ
ィ
ー
ブ
構
造
が
発
達
し
た

ヒ
ト
と
未
発
達
な
ヒ
ト
を
30

名
ず
つ
抽
出
す
る
と
と
も

に
、
こ
の
２
グ
ル
ー
プ
の
頬

部
の
柔
軟
性
を
比
較
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ウ
ィ
ー
ブ
構
造
が
発
達
し
た

角
層
の
肌
は
、
未
発
達
な
角

層
の
肌
と
比
べ
て
柔
ら
か
い

こ
と
が
判
明
し
た
。つ
ま
り
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ウ
ィ
ー
ブ
構
造

を
発
達
さ
せ
る
こ
と
で
、
肌

表
面
を
ふ
っ
く
ら
柔
軟
な
状

態
に
整
え
る
角
層
の
「
抗
硬

化
ケ
ア
」
が
期
待
で
き
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

同
社
で
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ウ
ィ
ー
ブ
構
造
の
発
達
を
助

け
る
技
術
と
し
て
、
規
則
的

な
構
造
を
し
た
水
系
の
ベ
ー

ス
に
油
滴
と
粉
体
を
含
ま
せ

た
製
剤
が
有
効
で
あ
る
こ
と

を
見
出
し
、こ
の
製
剤
で「
抗

硬
化
ケ
ア
」
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
柔
ら
か
い
肌
に
整
え

る
効
果
が
で
き
る
ほ
か
、
敏

感
肌
が
改
善
す
る
効
果
も
期

待
で
き
る
と
い
う
。

　

マ
ン
ダ
ム
は
、
こ
の
ほ
ど
京
都
大
学
・
化
学
研
究
所
中

村
研
究
室
の
高
谷
光
准
教
授
、
磯
﨑
勝
弘
助
教
と
共
同
で

「
自
然
な
仕
上
が
り
の
ま
ま
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
を
し
っ
か
り
キ
ー
プ
す
る
」
こ
と
の
で
き

る
整
髪
技
術
の
開
発
に
成
功
し
た
。
既
に
製
品
化
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
研
究
成
果

に
つ
い
て
は
今
年
９
月
30
日
か
ら
10
月
２
日
に
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
で
開
催
さ
れ
る

「
第
30
回
国
際
化
粧
品
技
術
者
会
（
Ｉ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
Ｃ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｆ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ
）」
で
の

発
表
を
予
定
し
て
い
る
。

京
都
大
学
と
新
た
な
整
髪
技
術
を
開
発

マ
ン
ダ
ム

コーセー
ク
リ
ー
ム
レ
ベ
ル
の
油
分
を

配
合
し
た
化
粧
水
を
開
発


